
　

開始年度 昭和５4

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

13

将来目標

14

「実績」
縮小図る

1 1

14

単位

人

事業所

目標値 14

13

H28目標値

8 6

Ｈ 26 Ｈ 27

1,408

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

◆技能功労者表彰
①市から各業種別団体等に表彰候補者の推薦を依頼する。
②市民や団体が、所沢市技能功労被表彰候補者推薦書により候補者を推薦する。
③所沢市技能功労者表彰選考委員会が推薦された候補者の調査・審議をする。
④市長は選考委員会の意見を聞き、被表彰者を決定し、その後技能功労者の表彰（表彰方法、表彰状、褒章、及び記念品の授与）を行う。
◆障害者雇用優良事業所表彰
公共職業安定所の推薦に基づき、障害者を雇用している事業所を調査し、優良であれば表彰する。

基本
方針

1862,008

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998－9157
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

所沢市技能功労者表彰規則、所沢市技能功労者
表彰選考委員会設置要綱、所沢市障害者雇用優
良事業所表彰要綱

部課コード 100100 ℡

法定受託＋附加

事業コード
技能功労者及び障害者雇用優良事業所表彰事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

100116

①事務事業名

終了年度 年度

産業振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 労政グループ

■ □ □

年度

7

→ 平成

事業の種別

労働・雇用環境節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

永年勤続表彰者は、勤労者団体の誇りであり、産業、文化の発展に重要な役割を果たしてきた。しかし、その苦労は、ごく一部の人にしか知られ
ていない。そこで、この表彰により功績をたたえるとともに、技能者の励みになるよう導入された。
障害者雇用優良事業所の表彰は、障害者雇用の促進及び職業安定に対する啓発効果が高いものであることから開始された。

総合計画の体系 章 産業・経済 雇用対策を推進します

件

件

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

174

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

技能功労者及び障害者雇用優良事業所として推薦された件数 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

技能者の勤労意欲及び資質の向上を図り、技能尊重の機運を高めるとともに、障害者雇用の促進を図ることを目的とする。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

9

2,008

人） （

0.22人 1,905

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

1,408

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

177

（ 0.00

27 年度平成

1,308

（千円） 年度 （千円）

186

100 103

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.15人

障碍者雇用表彰事業所数 優良事業所として表彰された件数 1

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

1

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

技能功労者表彰者数 技能功労者として表彰された件数

％ 達成率 64 50

　 項目名 項目説明

成果指標 表彰者数

継続

今年度も表彰式の日程を、市表彰の翌日にすることで、設営時間の短縮等事務の効率
化を図る予定である。

14

実 績 9 7
表彰された人数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

産業振興課長　青木　邦雄

終了

次年度予算

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

理由 今後も事務の効率化を図りながら事業を実施していく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
次年度以降も技能尊重の気運向上や、障害者雇用の促進を図るため同様に
事業を行う。

拡大 縮小

無

無
表彰状等の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

市全体で、同時期に開催されている表彰の日程を調整できれば更なる効率
化が見込めるものと考えられる。
また、技能尊重の気運の向上や、障害者雇用の更なる推進が図れるよう工
夫を考えたい。

前年に引き続き、表彰式の日程を所沢市表彰の翌日とし、会場設営時間の大幅な短縮を図ると
ともに、フラワーアレンジメントの再利用により事業用消耗品費の節減につなげた。
また、地域づくり推進課の実施している退職自治会・町内会長感謝状贈呈式についても併せて開
催することで、準備等に係る時間退縮を図るとともにより多くの人が表彰式に列席した。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

募集については、市広報、ホームページ、事業者向けメールマガジンにより情
報提供したほか、市内事業者団体へ推薦依頼したが、対象となる方が7件に
留まった。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


